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(57)【要約】
【課題】　ゴミ吸着ローラを使用す清掃具でローラにゴ
ミが付着してゴミ取りセイノウが低下するのを防ぎ、被
衛生的なローラの取替えを再々しなくてもよいようにす
る。
【解決手段】　前方に向けられたグリップと、グリップ
に左右方向に取り付けられて回転可能な前後二つのロー
ルとからなるゴミ取りローラであり、このゴミ取りロー
ラが前方に取り付けられて粘着ロールが層状に巻回され
、被清掃体の上を転動することで、ゴミを吸着する第一
ローラと、第一ローラの後方に第一ローラと弾性付勢的
に接触して配され、ゴミを吸着した第一ローラの粘着シ
ールを巻き取る第二ローラとからなる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　前方に向けられたグリップと、グリップに左右方向に取り付けられて回転可能な前後二
つのロールとからなるゴミ取りローラであり、このゴミ取りローラが前方に取り付けられ
て粘着ロールが層状に巻回され、被清掃体の上を転動することで、ゴミを吸着する第一ロ
ーラと、第一ローラの後方に第一ローラと弾性付勢的に接触して配され、ゴミを吸着した
第一ローラの粘着シールを巻き取る第二ローラとからなることを特徴とするゴミ取りロー
ラ。
【請求項２】
グリップからピンがコの字形に前延し、グリップと直角になった前方のピンが第一ローラ
を支持する芯材の心棒となっており、グリップの先端からスプリングで前方に弾性付勢さ
れたフレームがピンの内側で両側に張り出して途中から前方に曲がり、第二ローラの芯材
の心棒を押圧し、第二ローラを第一ローラに弾性付勢的に押圧する請求項１のゴミ取りロ
ーラ。
【請求項３】
　第一ローラの心棒となるピンが前方に曲がる部分に第二ローラの心棒を押すフレームを
覆うブラケットを取り付けるとともに、ブラケットとフレームとが上下にギャップを有し
ており、このギャップによって第二ローラが上下方向に多少揺動できる請求項１又は２の
ゴミ取りローラ。
【請求項４】
　第一ローラの心棒の挿入側と反対側の第二ローラの心棒の端に第一ローラの芯から外方
に至る程度の径を有するフランジを第一ローラの側面に摺接させて取り付けた請求項１～
３いずれかのゴミ取りローラ。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は二つのローラを有するゴミ取りローラに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　粘着テープを層状に巻回したローラを転がして粘着テープにゴミを付着させるゴミ取り
方式は知られている。多くの場合、ローラは一つであることから、一回転すると、全周に
ゴミを吸着しており、新たなゴミを吸着できる面が少なくなっている。したがって、数回
転回転させると、ほとんどゴミの吸着能力を喪失している。そこで、粘着テーブを少なく
とも３６０°以上剥がし、次のゴミ取りに備えるようにしている。ところが、このような
やり方をすると、たえず、粘着テープを剥がさなければならないとともに、剥がし個所の
切れ目もゴミによってわかり難い。さらにさらに、ゴミを吸着した粘着テープを手で触ら
なければならず、衛生的とはいえなかった。
【０００３】
　そこで、下記特許文献１に示されるような二つのローラを接触させたものが提案されて
いる。これは特殊な場所で平板状をした被清掃物を清掃するもので，両ローラとも、シリ
コン、ウレタンゴム等といった弾性材を使用し、前方のローラでゴミを吸着して後方のロ
ーラに転写させるものである。しかし、この転写は受け渡し方式であるから、十分とはい
えないし、適宜ローラを清掃しなければらず、それも面倒な作業であった。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００２－１１２９４４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
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【０００５】
　本発明は、このような課題を解決したものであり、粘着テープを積層状にして巻回して
転動させることでゴミを吸着させ、ゴミを吸着した粘着テープを当該ローラに接触して転
動している別のローラが巻き取るようにしたものである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　以上の課題の下、本発明は、請求項１に記載した、前方に向けられたグリップと、グリ
ップに左右方向に取り付けられて回転可能な前後二つのロールとからなるゴミ取りローラ
であり、このゴミ取りローラが前方に取り付けられて粘着ロールが層状に巻回され、被清
掃体の上を転動することで、ゴミを吸着する第一ローラと、第一ローラの後方に第一ロー
ラと弾性付勢的に接触して配され、ゴミを吸着した第一ローラの粘着シールを巻き取る第
二ローラとからなることを特徴とするゴミ取りローラ。前方に向けられたグリップと、グ
リップに左右方向に取り付けられて回転可能な前後二つのロールとからなるゴミ取りロー
ラであり、このゴミ取りローラを提供したものである。
【０００７】
これにおいて、本発明は、請求項２に記載した、グリップからピンがコの字形に前延し、
グリップと直角になった前方のピンが第一ローラを支持する芯材の心棒となっており、グ
リップの先端からスプリングで前方に弾性付勢されたフレームがピンの内側で両側に張り
出して途中から前方に曲がり、第二ローラの芯材の心棒を押圧し、第二ローラを第一ロー
ラに弾性付勢的に押圧した構成、請求項３に記載した、第一ローラの心棒となるピンが前
方に曲がる部分に第二ローラの心棒を押すフレームを覆うブラケットを取り付けるととも
に、ブラケットとフレームとが上下にギャップを有しており、このギャップによって第二
ローラが上下方向に多少揺動できる構成、請求項４に記載した、一ローラの心棒の挿入側
と反対側の第二ローラの心棒の端に第一ローラの芯から外方に至る程度の径を有するフラ
ンジを第一ローラの側面に摺接させて取り付けた構成を提供する。
【発明の効果】
【０００８】
　請求項１の発明によると、グリップを押引して第一ローラにゴミを吸着させ、このゴミ
を第一ローラと接触している第二ローラに巻き取らせて行くのである。したがって、第一
ローラの粘着テープはたえず新しいものになっており、吸着能力、つまり、ゴミ取り性能
は低下しない。第一ローラの粘着テープがなくなると、新しいものと取り替えるが、それ
まで、長い時間持ち、再々取り替える必要がない。そして、その操作も、貼着テープの心
棒を外すだけでよく、手でローラを触る必要はなく、汚さ、非衛生さもない。また、粘着
テープの交換も芯材からロールの出し入れだけであるから、込みを吸着した粘着テープを
敢えて触る必要がなく、衛生的である。このとき、第二ローラも交換することがあるが、
これも粘着ケープを消尽して芯だけになったものを装填すればよく、経済的である。
【０００９】
　請求項２の構成によると、簡単な構造で二つのロールを押し付け合うあうことができる
。請求項３及び４の構成によると、粘着テープが第二ロールに巻きとられて行くとき、方
向が歪んだりしていると、激しい場合には芯材からはずれることがあるが、この構成によ
ってそれも防がれる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】ゴミ取りローラの組み立て斜視図である。
【図２】ゴミ取りローラの部品図である。
【図３】図１のＡ－Ａ断面図である。
【図４】図１のＢ－Ｂ断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以下、本発明の実施の形態を図面を参照して説明する。図１は本発明に係るゴミ取りロ
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ーラの組み立て状態を示す斜視図、図２はゴミ取りローラの部品配置図、図３は図１のＡ
－Ａ断面図、図４は図１のＢ－Ｂ断面図である。本発明のゴミ取りローラは握り柄である
グリップ１と、グリップ１の前方に回転可能に配される二つのローラである第一ローラ２
と第二ローラ３等からなる。
【００１２】
グリップ１は棒状をしているもので、先端にはスプール４が前後にスライド可能に嵌合さ
れており、スプール４の外周にはコイルスプリング５が巻かれていて常に前方に弾性付勢
されている。グリップ１の先端付近からは更にピン６がコの字形に前延しており、最前端
のピン６でグリップ１と直角になる部分は第一ローラ２の芯材７の中心を通る心棒８とな
っている（一端側から挿入する）。これにより、第一ローラ２は心棒８を中心に回転する
。
【００１３】
ここでいう第一ローラ２は心棒８が通る芯材７の外周に薄い段ボール紙等の芯９の外周に
粘着テープ１０が積層状に巻回されたものであり、一面（ループの外面）に粘着液の塗布
等の粘着処理がされたものでる。したがって、粘着テープ１０は剥がすことができる。第
二ローラ３も同様であり、心棒１１が通る芯材１２があり、芯材１２の外周に芯１３を取
り付けて第一ローラ２の粘着テープ１０を巻き取って行くものである。よって、第一ロー
ラ２が先頭で第二ローラがそれに続くものとなる。以上の心棒８、１１、芯材７、１２、
芯９、１３相互の間隙は抜き取りや回転はできるものの、大きなガタを有しないものであ
る。この点で、トイレットペーパ等の構造とは異なる。
【００１４】
スプール４の先端からはＴ字状に両側に張り出すフレーム１４が設けられており、フレー
ム１４の両端は更に前方に曲がり、第二ローラ３を支持する芯材１２の中心を通る心棒１
１を支持している。第二ローラ３も芯材１２の外周に薄い芯１３を有して第一ローラ２の
粘着テープ１０を積層状に巻き取って行くものである。このような構成によると、第二ロ
ーラ３はスプリング５の作用で前方に押圧され、第一ローラ２を押圧し、回転力を付与さ
れるものとなる。
【００１５】
さらに、コの字状のピン６が曲がった辺りに断面がコの字形をしたブラケット１５を取り
付け、フレーム１４をこのブラケット１５の中を通す。このとき、ブラケット１５とピン
６との表裏の間にはスペーサ１６を介在させる。したがって、フレーム１４はブラケット
１５の中でスペーサ１６分だけのギャップ（ガタ）１７を有し、多少左右に揺動すること
ができる。この他、第二ロール３の、第一ロール２の心棒８の非挿入側の側面に突出して
いる心棒１１には、第一ロール２の芯９から外方を補う径を有するフランジ１８を取り付
け、このフランジ１８を第一ロール２の側面に摺接させる。なお、これらギャップ１７や
フランジ１８の役割については後述する。
【００１６】
次に、このゴミ取りローラの使い方について説明すると、第一ロール２の粘着テープ１０
を一部剥がし、これを第二ロール３の芯１３に巻き付けて粘着テープ１０を第二ロール３
が巻き取るようにしておく。グリップ１を押引して第一ロール２を転動させると、その軌
跡中にあるゴミを第一ロール２が吸着する。何回かこの作業を繰り返すと、ほとんどのゴ
ミは第一ロール２で吸着され、同時に第二ロール３に引き移される。したがって、第一ロ
ーラ２の転動面にはゴミは付着していないことになる。そして、第一ロール２が空になる
と、これを外し、新しいものと取り替える。このとき、第二ロール３も変える場合があり
（第二ローラ３の径が大きくなってもかまわないのなら、敢えて取り替えなくてもよい）
、その場合は、芯材７から古い粘着テープ１０を抜き出し、新しい芯１３を装着すればよ
い。なお、この芯１３は、空になった粘着テープ１０の芯９を使用すればよい。
【００１７】
以上のようにして、ゴミを取るのであるが、第二ロール３に新しい芯９を装着したとき、
この芯９が歪んでいたりすると、これで巻き取る間に粘着テープ１０が斜めになり、遂に
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フランジ１８がそれを防ぐ作用をする。つまり、ギャップ１７があれば、第二ロール３の
揺動を許し、この間に巻きを修正する作用をするし、フランジ１８は粘着テープ１０のは
み出しを規制する。
【００１８】
　ところで、第一ローラ２から巻き出た粘着テープ１０は第二ローラ３にクロスに掛ける
ことになる。それは、第一ローラ２には粘着テープ１０の粘着面が外周側になるから，ク
ロスにかけないと第二ローラ３の芯１３側に粘着面が来ず、巻き取って行かないからであ
る。また、両ローラ２、３を接触させると、回転方向はそれぞれで逆になるから、両ロー
ラ２、３を被清掃体１９に接地させた状態でグリップ１を押す（引く）ことはできない。
したがって、両ローラ２、３の大きさにもよるが、第一ローラ２のみが接地するようにグ
リップ１の角度には留意しなければならない。
【符号の説明】
【００１９】
　１　　グリップ
　２　　第一ローラ
　３　　第二ローラ
　４　　スプール
　５　　コイルスプリング
　６　　第一ロールのピン
　７　　第一ロールの芯材
　８　　第一ロールの心棒
　９　　第一ロールの芯
　１０　粘着テープ
　１１　第二ロールの心棒
　１２　第二ロールの芯材
　１３　第二ロールの芯
　１４　フレーム
　１５　ブラケット
１６　スペーサ
１７　ギャップ
１８　フランジ
１９　被清掃体
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【図４】
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